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論 文 内 容 要 旨

1序 論

本研究は,大 粒多収型稲品種を育成するための基礎的知見を得る目的で行なわれたものである

が,同 時にこのような品種を育成するために必要な母体を,具 体的に育成することを意図 したも

のである。

コメの大粒化については従来,1粒 重の増大によって シンクサイズ(籾 数 ×1粒 重)を 大きく

し,収 量を高めうる可能性が指摘されていた。 しか し,一 般に大粒攣品種は,腹 白,心 白,胴 割

米の発生が多 く,品 質が劣るため,酒 米以外には大粒種を積極的に育成する試みがなく,大 粒化

による多収の可能性については十分な研究が行われていなか った。とくに1粒 重が35mg以 上も

ある極大粒種については,検 討のための材料がなく,ほ とんど研究が行なわれていなかった。

今 日,コ メの反当収量の増大に対す る期待は依然として高 く,飼 料米など多用途米としてコメ

の利用の重要性が注目されている。大粒種の育種は,こ うした現状にあって,積 極的に考慮され

ることが必要と思われる。

大粒種のコメを育種す るにあたって,ま ず重要なことは,粒 のサイズの遺伝に関する知見であ

る。しかしこの方面の研究成果は乏 しく,従 来の研究成果は,単 に1組 合せまたは4組 合せ程度

の実験結果であって,個 別的な事例に限 られている。このためまず包括的な研究成果を踏えて,

一般法則を把握する必要があろう。

本研究は,上 述の諸点を考慮 して,多 数の品種を用い,そ れ らの組合せにっいて,F1お よび

F2植 物 における粒のサイズの遺伝を調べた。また粒のサイズに関するNearisogeniclineの

作出とその特性調査,お よび従来認められていた,大 粒 一長桿の好ましくない連鎖関係を破 った,

短桿一大粒型系統の育成 とその特性調査を行ない,粒 のサイズと収量の関係を調べた。本研究は

また,従 来になかった極大粒型系統の育成を行ない,そ の特性調査を行なった。

本研究は,旧 農事試験場作物部作物第一研究室(現 農業研究センター稲育種研究室,埼 玉県鴻

巣市,1974～80年),旧 農業技術研究所生理遺伝部遺伝科第七研究室(現 農業生物資源研究所

探索導入研究室,茨 城県谷田部町,1981～83年),マ レーシア農業開発研究所(MARDI)

ボンボンリマ稲研究所(1983～84年,熱 帯農業研究セ ンター在任)で 行なったものである。

なお本研究では共通 して,イ ネの栽培法と調査法については,通 常の育種で行なわれている方

法に従った。また,工 品種または1株 当り,粒 長と粒幅については10粒,1粒 重については20粒

測定 した。
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豆 粒のサイズの遺伝

1.F1植 物における粒のサイズ

F1植 物 における粒長は,短 粒(小 粒)方 向に部分優性を示すかまたは優性がみられない組合

せが多かった(表1)。 一方,粒 幅は,粒 幅の大きい(大 粒)方 向に部分優性を示すかまたは優

性がみ られない組合せが多か った。このため,粒 長 と粒幅の積と相関の高い1粒 重については,

一定の優性方向は認め られなか った。

表1.FI植 物における粒のサイズの優性の大きさと方向

組 合 せ 数

形 質H/D畳

～ 一1 .0-0.9～ 一 〇.2-0.1～0.10.2～0。91.0～

長

幅

重粒

粒

粒

1

0

0

0

10

6

7

17

4

8

3

18

8

0

0

9
Ω

D(相 加 的効果)竈lP1-P21/2,

H(優 性 効 果)=F1一(P1+P2)/2,

lH/Dト1の とき完全優性

2.F2植 物 における粒 のサイズ
ゆ う

粒のサイズの遺伝解析では,石 毛(1979)の 開発 したプログラム 「最尤法による遺伝子数の

推定」を用いた。この結果,粒 長については2～5個,粒 幅については1～4個 ゐ遺伝子が推定

された(表2)。Sesia,Arborio,信 放38号 の粒幅の大きい特性は1遺 伝子支配と推定され

た。

F2植 物 における粒長と粒幅との相関関係を,極 大粒種 ×標準粒種の2組 合せの各200個 体に

ついて調査した結果,関 東124号 ×BG1で はr=0.202餅,BG25× 関東124号 ではFO.338鞘

と低 い正の相関関係が認められた。

以上のことから粒長または粒幅を支配 している遺伝子数は1～5と 比較的少ないこと,粒 長と

粒幅はそれぞれ独立に遺伝することが示唆された。また粒長と粒幅を支配している遺伝子は相加

的効果が大きいので,こ れらの遺伝子を集積することによってさらに大きい大粒型系統の得られる

ことが示唆された。
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表2粒 長,粒 幅に関与す る遺伝子数(N},相 加的効果(d》,優性効果(h)

組 合 せ

♀ × ♂
栽 培 年

d

(mm)

h

(mm)
N

Boro8

Sesia

BGl

Arborio

xSesia

× ホ ウ ネ ン ワ セ

× コ シ ヒ カ リ

× レ イ メ イ

関東124号XBGl

BG25× 関 東124号

長 香稲 ×CPSLO

CenturyPatnaxBG1

0891

〃

〃

1891

2891

〃

〃

〃

粒 長

0.45

0.24

0.7s

O.33

粒 長

0.38

0.40

0.49

0.25

(玄 米)

一 〇.063

-0 .035

-0
.262

-0 .193

(籾)

一 〇.134

-0 .023

0.014

0.234

Boro8

BGl

Arborio

xSesia

× コ シ ヒ カ リ

× レ イ メ イ

信放38号 × トヨニ シキ

ホ ウネ ンワセ ×信放38号

関東134号 .×BGl

BG25× 関 東124号

た いほう ×CPSLO

CenturyPatnaxBG1

ヱ980

〃

198ユ

298

〃

1

〃

〃

〃

〃

粒 幅

0.ヱ3

0.11

0.ユ2

粒 幅(籾

0.210.03

0.210.09

0.14-0.04

0.130.00

0.19-0.06

0.24-0.13

(玄 米)

一 〇.09

0.09

0.1ユ

)

-

り
白

-
⊥

-
⊥

1

0
Q

O
Q

4

0
σ

3.粒 の サ イズに関す るNearisogeniclineの 育成

BG1× コ シ ヒカ リのF2で は,粒 長について2個,粒 幅につ いて同 じく2個 の遺伝 子数が推

定 され た(表2)。 そ の後代 のF6系 統 で は,粒 長 と粒 幅 に つ いて別 々に単因子分離 を してい

る系統を認 φた。 また この過程 で,粒 のサイズに関す るNear実sogeniclineを 得 たd
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皿 粒のサイズと諸形質との関係

1.粒 長 と諸形 質 との関係

粒長 に関 す るNearisogenlc1孟neの4対 につ いて,標 準粒 と大粒(長 粒)の 比較 を行 な った。

長粒型 は,標 準粒型 よ り1粒 重 が大 きく,か つ穂数 と1穂 籾数 で差異がないため,シ ンクサィズ

(穂数 ×1穂 粒数 ×1粒 重)は ユ5%大 きか った(表3)。

2.粒 幅 と諸形質 との関係

粒 幅に関す るNearisogenichneの3対 につ いて,標 準粒 と大粒(粒 幅大粒)の 比較を行 な

った。粒 幅大粒型は,標 準 粒型 より1粒 重は大 き く1穂 粒数 に差異 はなか ったが,穂 数が少な い

ために シンクサイズは12%小 さか った(表3)。 ま た粒幅大粒型 は,復 白の発生が著 しく多 く,

玄米 重/籾 重 比の値が小 さく,登 熟 が劣 った。

表3粒 長,粒 幅 に 関 す るNearisogenicllneの シ ンクサ イズ 誓

Nearisogenic

lineの 粒 形

到穂

日数.

桿 長 穂 数1穂1粒 重 シンクサイズ

(cm)(本/株)粒 数(mg)(g/株)

同左比

(%)

標 準 粒

長 粒

103

104

778.19423,417.8

797.410127,320.4

100

115

標 準 粒

粒 幅 大 粒

103

103

778.39424,619.2

765.99829,216.9

100

88
1

=シ ンクサイズ=穂 数 ×1穂 粒数 ×1粒 重

3.短 桿 大粒型系統 の粒 形 とシンクサ イズ

コチ ヒビキ×Fヨ(BG25× 関 東124号)に 由来す る短桿で草姿 良好 な大粒型4系 統 について,

標 準 的な収量試験法 で,粒 形 とシンクサイズの関係を調べた。 粒 幅 大 粒 型 の 大 粒 型2系 統

(SLG8,SLG11)は,穂 数 が少ないか または1穂 籾数が少ない理由で シンクサイズは大き く

なか った(図1)。 一 方,長 粒型 の大粒型2系 統 ・(SLG9,SLG10)は,穂 数 と1穂 籾数 につ い

て標準粒型 品種(日 本 晴)と の差異 は大 き くな く,か つ1粒 重が大きいために シンクサイズは明

らかに大 きか った。
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図1短 桿大粒型系 統における粒形 とシンクサイズ との関係

()内 は1粒 重(mg),SLG8～SLG11は コチ ヒビキ×F1(BG25×

関 東124号)に 由来す る短桿大粒 型系統
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W極 大粒型系統の育成

1.極 大粒型系統の育成

たいほう×Sesiaの 組合せから,1粒 重が40㎎ 以上の上極大粒型で,か っ同熟期の改良型品

種(日 本晴)と 同程度の収量性を示す系統,BG25,BG26を 育成 した(表4)。 これらの系

統は,桿 長は105㎝ と長く,止 葉 は水平 になびき草姿は劣った。 これ らの系統の欠点である長

桿性や草姿を改良することは可能と考え られる。 したが って,本 結果より,極 大粒型の多収型系

統の育成 は可能であることが示唆される。

表4大 粒型系統BG25,BG26の 収量性と関連形質

品種系統名
到 穂 桿 長 穂 長 穂 数 精籾重 精選1

日 数(cm)(cm)(本/m2)(kg/a)粒 重(mg)長

粒 形(mm)

百
田
巾

日 本 晴109

BG25108

BG26108

7921.9292

10524.6146

10523.3148

ハり

[
ひ

【
U

5

【
ひ

【
ひ

21.45.22.9

43.17.63.4

42.57.53.4

注.BG25,BG26=た い ほ う ×Sesia

2,超 大 粒型系統の育成

たいほ う×長香稲 の組合 せか ら,両 親 よりも明 らか に大き く1粒 重が52.0㎎ の系統,BG1

を1978年 に育成 した(図2)。 同 じく,BGl×813042の 組 合せか ら,1粒 重が71.2㎎ の

系統,SLG1を1982年 に育成 した。 さらに,SLG1× 毛 剛 の組 合 せか ら,籾 長 が14.3㎜,

籾 幅が4,6㎜ の系統,SLG12を1984年 に 育成 した。SLG12は,マ レー シアで栽 培 したため,

短 日に よる早生 化が著 しく,ま た稔 実が悪 く1粒 重はSLG1よ り も小 さか った。 稔 実が良好 に

なる条件 で検 討するな らば,SLGl2は,そ の籾サ イズか ら1粒 重が90㎎ 近 い玄米 が得 られ る

可能 性を示 した。

SLG12の 籾 長 と籾幅 は,両 親お よびその祖先の品種 ・系統 よりも明 らかに大 きく,そ の系普

(図3)か らみてSLG12は,粒 長 と粒幅 に関す る相加的効果の大 きい遺伝子 を多数 集積 した も

の と考 え られ る。
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図2BG1,SLG1,SLG12,ト ヨ ニ シ キ の 粒 の サ イ ズ

た いほ う

(32㎎)

長 香 稲

(36mg)

青系79号 房 吉Nok-Khao-Ngo

Lr」
F,

BG1( .1978年 育 成)

(52mg)

813042

(60mg)

1980年,武 田 ・

斉 藤 による

SLG1(1982年 育 成)

(71㎎)

毛 剛

C38mg)

SLG12(1984年 育 成)

(90㎎?)

図3超 大粒型系統,BG1,SLG1,

()内 は1粒 重

SLG12の 系 普図
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V結 論

以上の結果か ら,大 粒化による多収を目的とした場合,シ ンクサイズと登熟の観点から,粒 幅

の大きい大粒 よりも粒長の長い大粒を育種目標とする方が有利であると結論 される。また,こ こ

で明 らかにされた粒のサイズの遺伝に関する知見および育成された極大粒型系統は,ハ ィブリッ

ドライスおよび飼料用品種の育成など将来のイネの多収性育種に有用であると考えられる。
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審 査 結 果 の 要 旨

大粒多収型稲品種を育成するための基礎的知見を得る目的で行なわれたものであるが,同 時に

このような品種を育成するために必要な母体を,具 体的に育成すること意図したものである。

コメの大粒化については従来,'1粒 重の増大によってシンクサイズ(籾 数×1粒 重)を 大きく

し,収 量を高めうる可能性が指摘されていた。 しか し,一 般に大粒型品種は,腹 白,心 白,胴 割

米の発生が多 く,「品質が劣るため,酒 米以外には大粒種を積極的に育成する試みがな く,大 粒化

による多収の可能性については十分な研究が行われていなかった。とくに1粒 重が35㎎ 以上 もあ

る極大粒種については,検 討のための材料がな く,ほ とんど研究が行われていなかった。

今日,コ メの反当収量の増大はもとより,飼 料米など多用途米としてコメの利用の重要性:が注

目されている。大粒種の育種は,こ うした現状にあって,積 極的に考慮されることが必要である。

大粒種のコメを育種するにあたって,ま ず重要なことは,粒 のサイズの遺伝に関する知見であ

る。 しかしこの方面の研究成果は乏しい。

本研究は,上 述の諸点を考慮 して,ま ず数理的解析を進め粒のサイズに関する主働遺伝子が介

在することを確認した上,多 数の品種を用い,そ れらの組合せについて,Flお よびF2植 物にお

ける粒のサイズ遺伝に検討を加え,か つ粒のサイズに関するNearisogeniclineの 作出とその特性

調査,お よび従来認められていた,大 粒一長桿の好ましくない連鎖関係を破った,短 稗一大粒型

系統の育成 とその特性調査を行い,粒 のサイズと収量の関係を調べた。また本研究は,従 来にな

かった極大粒型系統の育成を行い,そ の特性調査を行ったものである。

以上,本 研究の成果は,今 後,日 本稲作における反当収量の増大をはじめ飼料米を含む多用途

米の育種に貢献するところが極めて大 きいものと考えられ,審 査員一同は,i著者に農学博土の学

位を授与するに充分値するものと認定 した。
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